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電話とデータ通信を統合するVoiceOverIP

音声 通信 とデ ータ通信とで 別 々の1111線

を利川している環境では、通常､ それぞ れ

の ネットワーク士に トラフィックの無 駄 が生

じる。たとえば､ 電 話中 の 会話がとぎれ た

ときでも電 話 回線 上 の帯 域 は確 保されて

いる。このような使 川していない帯 域 をも

有効に活川 するためには、データと同じ帯

域 で音 声を相 乗りさせる必 要がある。

Voice Over IP( 以 下、ＶｏＩＰ)とはこれ

を 実現 する技 術 で､IP ネットワークllに 音

声をパ ケット化して伝 送するための 技術 の

総 称である。

VolP 装 置(ゲ ートウェイ装置や ルーター)

は 、電話 からの 相手 先電 話 番号や 内線 番

号をIPアドレスに振り分け てどの音 声装 置

に転送 するべ きかを 判断 する。

Ｖ ＯｌＰ の 技 術

デ ータ通 信 では そ れ ほ ど気 にならない 遅

延 も√ａ 声 通 信 となると 別 であ る。 相 手 の

声 が 聞 きとりにくか ったり、会 話 が 途 切 れ た

りして は 実 用 的とは い えな い 。そこ でVoIP

を 活 川 す るた め に は √鳥 い 音 声 品 質 を 確

保 する ため の 技 術 的 な 考 慮 が 必 要 になる 。

音 声IWI質 を 決 定 す る 要 素 は 大 きく分 け

て2 つ あ る。 ひとつ は 音 声 の 圧 縮 方 式 、も

うひ とつ は 回 線 上 の 遅 延 で あ る 。 音 声 を

ネットワーク自 体 が 制 御 す るの で は なく、中

継 ノート となる ル ー ター がil 声 を 制 御 す る

IP ネットワ ークで は 、回 線 上 の 遅 延 対 策 が

非 常 に 収 変 に なる。帯 域 保 証 や 遅 延 対 策

の メカニ ズムとして は 、一 般 的 にResource

Reservation Protocal(RSVP) が 使 川 さ

れ る。RSVP はリソー スの 競 合 に 伴 う遅 延

を 減らす た めに 、リソー ス予 約 をす るようパ

ケット、スイッチ 、お よび ル ー ター に 合 図 を

送 るプ ロトコル であ る。

また 、ＶｏＩＰで は 音 声 はＵＤＰ上 で 伝 送 さ

れる 。Real-Time Protocol  (RTP) で タイ

ムス タンプ を 提 供 して 遅 延 を 抑 え 、さらに

Real-Time Control Protocol  (RTCP) を

介して ポ イント･ ツー･ マ ルチ ポ イントの 音 声

通 信 を 可 能 に する 。

帯 域 の 確 保 で は 、音 声 の 帯 域 が 独 立し
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て い る場 合 に は 他 の デ ータの 影 響 を 受 け

ることはない が､ 他 のデ ータと柵 乗 りさせ る

場 合 に は 跨 声 が 他 の デ ータの 影 響 を 受 け

ることが 考えられ るた め､ 音 声 パ ケットの 優

先 制 御 やロ ング パ ケットの 分 割 転 送 、音 声

パ ケットの 追 い 越 しとい ったQoS  (Quality

of Service) 機 能 の 充 実 が 必 要となる。

こ の ように 、ＶｏＩＰ、インター ネット電 話 を

利Jljす るに あ た って は 単 純 に 電 話 か ら の

音 声 をカプ セリングし て ルー ターに 渡 す よ

うな 専 川 ゲ ートウェ イ装 置 で は 実 運 用 に 耐

え ない レ ａ 声 、デ ー タを統 介 す るに はトー

タル な ネットワ ークの 設 計 と連 携 し た 技 術 、

運 用 性 までも含 め たエ ンド･ ツー･ エ ンド で

の 音 声 の 取 り扱 い に 対 す る 考慮 が 必 要 に

なる。

期 待 さ れ る 効 果

ｖoIP を利 川 す ることにより、音 声 通 信 と

デ ー タ通 儒 を 統 合 す る 機 器 の 費 用 だけ で

なく回 線 や 管 理 の 費 用 や 維 持 費 まで 含 め

た 形 で 経 費 を 削 減 で きる。また 、トラフィッ

クの 増 加 に 見 合っ た 設 備 の 拡 張 を 少 ない

投 資 で 実 現 で きるようにもなる。

さらに 、統 合 に よって 削 減 され る 音 声 ネ

ットワークの 通 信 コストを既 存 の デ ータネッ

トワ ー クに 加 算 することにより、従 来 と|川じ

回 線 コ ストで 広 帯 域 ネットワー クを 構 築 す

ることもできる。

小 さい 事 業 所 が 世 界7 か 所 に 存 在 す る

企 業 の 例 を 紹 介し よう。デ ー タ伝 送 には 心

川 線 による ル ー ター ネットワー クを 利 川 し 、

ボ タン電 話 や 小 型PB ｘを 使 って 音 声 通 信

を 行 なっ て い た 。　VoIP を 採 川 してVPN

(バ ーチ ャ ルプ ラ イベ ート ネットワ ーク) を 市

内 辿 話 や 外 線 川 に音 声ト デ ー タ統 合 ネッ

トワ ーク以 外 の オフ ネットａ 声 通 話 として 残

し 、ｖPN で の 通 話 料 を抑 え 、別 事 業 所 の

電 話 番 号 はｖoIP 装 置 に ル ー ティング す る

などし て ネットワ ークを 再 構 築し た 。この 企

業 で は 年 間 で1 億2T 一万 以ll の 節 約 が 可

能 に なり、投 資 の 回 収 は 専 川 線 の 帯 域 幅

を 新 た に 導 入し た にもか か わらず､2 か 月

未 満 で あ った 。

標 準 化 と 普 及 の 見 と おし

このように、VoIP により、あらゆるネット

ワークの 中でもっとも普 及している電 話 シ

ステ ムに人 きな 変 革が 起こり始 めている。

当 初は 音声との統 合によるコスト削 減を 日

指した変 革だが､ その 後はデ スクトップを

含めた 音声 の統 合と多種 多 様の アプリケ

ーションにより、構内 電話 システムのオープ

ンプ ラットフォームが 進 むだろう。

現 在、企 業内において 数拠点 の範 囲で

利 用されているVoIP は、今 後、実 環 境で

の 音 声 品 質が 実 用に 耐 えうることが 証明

され れば､ 企業 全体に 拡張され、インター

ネットが 企 業の 基 幹業 務 アプリケーション

や 音 声をもす べ て統 合するVPN  (Virtual

Private Network) として 全 面 的 に 利 用

されることになるだろう。

さらに99 年以 降は、VoIP 標準 化 の主 目

的 である音 声伝 送および 基本 電 話サ ービ

スに関 連した 仕 様の 標準化 が終 了 するこ

とから､ 現 行のＰＢＸやボ タン電 話といった

システムへも本 格的にVoIP 製 品へ の移行

が 予 測される。

ＶｏＩＰ 技 術 は 、CTI  (Computer

Telephony Integration) やTAPI3.0 の

標準化 など サーバー技術とアプリケーショ

ン開発が 進むにつれて、インターネットプロ

バイダーや 通 儒事 業者 、企業 のみならず。

一般 ユーザ ーにも浸透 するだろう。

(小 澤 貴 子　 日 本シ スコシステ ムズ 株式 会 社

エン タープラ イズ マ ーケ ティング部)
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